
複合施設整備に関する概算事業費等について

連絡通路　約0.9億円

連絡通路 約1.1～1.2億円

連絡通路接続部改修　約0.6億円

連絡通路接続部改修 約0.4～0.5億円

令和3年3月　基本計画 令和5年3月　基本設計

物価上昇

約8.4～10.5億円

本体

約38.5億円

延床・施工面積増、ＺＥＢ化

約4.4億円

本体

約35.6～36.3億円

立体駐車場

約5.5億円 立体駐車場

約5.5億円

土木　約4.1億円
土木 約2.3億円

上記の増加要因を除くと、約44.9～45.8億円となり、基本計画を目安とした範囲内となります。

①物価上昇による増

世界的な原材料及び原油等エネルギーの品不足や価格高騰の影響を受けて、かつて経験のない

資材価格の高騰が発生し、令和5年2月現在の建設資材価格は、令和3年1月と比較し平均28％上昇、

労務費・仮設費・諸経費を含めた全建設コストは平均で14～17％上昇（土木分野は12～15％、建

設分野は15～18％上昇）

⇒ 約8.4～10.5億円の増

このほか、今後の「設計段階において検討する」こととしている「外構工事費」や「備品購入費」

等については、実施設計で仕様を確定した後、積算していく予定です。

財源については、有利な財政措置が受けられる「合併特例債」や「都市構造再編集中支援事業費補

助金」、交付税措置のある「公共事業等債」、このほか「公共施設等整備基金」等を活用すること

で、財源が確保できる見通しが立っています。（具体的な施設整備内容や工事の規模が確定してい

ないため、あくまで目安として、類似施設の事例か

ら試算したもの）

約49.6億円

約57.7～60.7億円

②ワークショップ等での市民要望による増、カーボンニュートラル対応による増

ａ）延床面積（110㎡）の増加により約0.9億円増

ｂ）テラスデッキ（施工面積500㎡）の整備により約1億円増

ｃ）カーボンニュートラル対応（ZEB化）により約2.5億円増

⇒ 約4.4億円の増

資料２

※基本設計段階における概算事業費です。


